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　立地適正化計画の策定について

　計画対象区域　
市内全域

⇒居住や医療・福祉、商業、公共交通等の様々な都市機能と、都市全
体を見渡した、マスタープランの高度化版としての性質を持つもので
あり、都市計画区域全体とすることが原則とされている。

　基本的な方針　
住宅や誘導施設の立地の適正化に関する基本的な方針を定めることに
より、より実現すべき将来の都市像を示すもの。

計画の総合的な達成状況を的確に判断できるよう、定量的な目標を定
めることが望ましいとされている。

　居住誘導区域　
一定エリアにおいて、人口密度を維持することにより、生活サービス
やコミュニティが持続的に確保されるよう、居住を誘導する区域。

　都市機能誘導区域　
居住誘導区域の中で、医療・福祉・商業等の都市機能を都市の中心拠
点や生活拠点に誘導し集約することにより、各種サービスの効率的な
提供を図る区域。

区域ごとに立地を誘導すべき都市機能増進施設（誘導施設）を位置づ
けることが必要とされている。

　防災指針　
避難路や防災公園等の避難地、避難施設等の整備及び警戒避難体制等
の居住誘導区域内で行う防災対策・安全確保策を定めたもの。

　立地適正化計画とは　

　人口減少・超高齢化社会に対応する持続可能な都市経営に向けた具体的な施策を推進するため、平成２７年６月に、都市再生特別措置法の一部改正により制度
　化された計画であり、従来の土地利用計画に加えて、居住誘導や医療・福祉・公共交通等の様々な都市機能の誘導方針を定めることにより、都市の防災性を高
　めつつ持続可能なコンパクトシティ形成に向けた取組みを推進するもの。

主な策定必須事項
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・関連計画・施策整理、
　都市構造、防災・減災課題整理
・目指すべき都市の骨格構造検討

・防災・減災まちづくりの取組方針の検討
・防災指針素案作成
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手引き等の作成

・目標値、評価方法の検討
・計画素案作成

誘導区域・施設・施策の設定方針、
施策展開方針の検討

誘導区域・施策・施設の設定
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想定スケジュール（案）

将来的な高齢化の進展を見据え、医療・福祉

・商業等の生活サービスに、公共交通で容易

にアクセスできるコンパクト・プラス・ネッ

トワークの都市づくりを進めることや、都市

全体での防災性強化等、より望ましい都市構

造へ改善を図り、将来にわたり暮らしやすい

まちを維持しつづけていくことを目的として

策定する。

策定する目的 主な策定必須事項



　◇ 須永　大介　（すなが　だいすけ） 
　　　■　所　　　　属　　中央大学　理工学部　都市環境学科　助教

　　　■　研究分野　　土木計画学/交通工学
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